
江東区立八名川小学校 

  令和２年度 総合的な学習の時間 第４学年 指導計画 

４月   ５月   ６月   ７月   ８月   ９月   10 月   11 月   12 月   １月   ２月   ３月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【記号の見方】☆…学びに火をつける過程 ○…調べる過程 ◎…まとめる過程 ●…伝え合う過程 □…ステップ２以降の過程 

単元名「ごみ減量大作戦」（25時間） 単元名「やさしさパワーアップ大作戦 」（20時間） 

【ねらい】 

社会科「住みよいくらし」の単元で学んだことをもとに，ご

み問題について考え，ごみを減量するために自分たちができ

ることを実践していく。 

 

〈ステップ１〉 

☆社会科の学習をもとに、世界や日本のごみ事情につい

て知り、ごみ現象の必要性に気付き、問いをもつ。 

○ごみを減量に取り組んだ地域や実践について調べる。 

○ごみを減量するために自分たちができることを話し合

い、ごみを減量に取り組む。 

◎グループごとに自分たちが取り組むごみ減量作戦を発

表し合う。 

〈ステップ２〉 

□自分たちが取り組んだごみ減量について全校や保護者

に発表し、ごみ減量を訴える。 

□減量化ポスター応募等の取組に参加する。 

□自分の学びを振り返る。 

【地域人材・関係機関 】 

○清掃事務所のふれあい体験 

○清掃工場・リサイクルセンター等の見学 

 

〈ステップ１〉 

☆体の不自由な方との交流を通して，誰もが自分と同じ大

切な存在であることを感じ、問いをもつ。  

○アイマスクや点字、車いすの体験などを通して，障害の

ある方の工夫や苦労を知る。 

○誰もが住みやすく生活できようにするため，町がどのよ

うに作られているか調べる。 

◎調べたことをもとに誰もが暮らしやすい町のあり方を，

保護者や区役所の方に向けての報告に向けて準備を行

う。 

〈ステップ２〉 

□住みやすい町について八名川まつりで発表する。 

□自分の学びを振り返る。 

【地域人材・関係機関 】 

○社会福祉協議会 

【ねらい】 

障害のある方との交流会を通して，バリアフリーやユニバ

ーサルデザインについて考え，誰もが住みやすい街のあり

方について考えていく。 

 

「今はじめよう，防災大作戦」（25時間） 

【ねらい】 

地震の恐ろしさを知り，自分や家族の命を守るために，

どのような備えが必要かいろいろな人の立場に立って

考えていく。 

【地域人材・関係機関】 

○本所防災館   ○東京防災の冊子（東京都） 

〈ステップ１〉 

☆本所防災館を見学し，災害の大変さや防災に必要性

に気付く。 

○災害への備えを改善するために，どのような方法が

あるか考え、災害への備えを改善するために必要な

ことを調べる。 

◎調べたことをまとめ，学年で意見交換を行い、発表

内容を練り直す。 

〈ステップ２〉 

□学校公開時に発表会を設定し，学習の成果を保護者

にも伝える。 

□友達の発表から学んだことを自分の家で実践し，そ

の様子を報告し合う。 

□自分の学びを振り返る。 


